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記載事項題区 分頁

本中期計画資料のサマリエグゼクティブサマリサマリ2

2025年12月期の大幅未達原因の振り返り2025年12月期業績見込みに関するハイライト振り返り
短期見込

3

来期の組み立てと黒字転換時期2026年12月期～2027年12月期の業績見通しに関するハイライト4

当社ミッションと中期計画の関連当社ミッションの実現にむけて

新中期計画骨子

6

2030年までの年度別売上利益目標売上・経常利益の中期計画7

全社売上の事業ユニット別ブレークダウン2030年度の事業ユニットとその状況①8

上記のうち次世代スマートメーター関連の占める割合2030年度の事業ユニットとその状況②9

スマートメータービジネスの海外展開に向けてFY27～スマートメーターデータビジネスのグローバルスタンダードへ10

次世代スマートメーターにより市場が拡大する理由について次世代スマートメーターによるNILM市場の飛躍的拡大11

電力センサーから次世代スマートメーターに変わることによる提供価値変化次世代スマートメーターだからこそ提供できる価値12

次世代スマートメーターの設置計画次世代スマートメータービジネスの市場規模13

欧州でのエネルギーマネジメント事業の背景欧州を中心とした海外でのエネルギーマネジメント事業14

海外事業展開の展望欧州を中心とした海外事業展開15

全事業ユニットを通して社会に提供している価値インフォメティスが提供する社会価値

各ビジネス
ユニット別
中期目標

17

全社売上の事業ユニット別ブレークダウン（再掲）2030年度の事業ユニットとその状況18

売上目標、ビジネスモデル、足元の状況と将来の見立て各事業ユニットの状況：国内NILM関連サービス（スタンダード）19

（同上）各事業ユニットの状況：国内NILM関連サービス（ライト）20

（同上）各事業ユニットの状況：国内小売電気事業者向け支援サービス21

（同上）各事業ユニットの状況：次世代スマートメーター関連サービス22

（同上）各事業ユニットの状況：国内法人向けサービス23

（同上）各事業ユニットの状況：国内センサー販売24

（同上）各事業ユニットの状況：開発受託25

（同上）各事業ユニットの状況：海外事業26

今回の計画に織り込んでいないポテンシャルマーケットについて今回の計画に織り込んでいるもの /織り込んでいないもの27

ESG関連の取り組みサステナビリティとの関連性その他28
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新中期計画骨子
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当社ミッションの実現にむけて

創業以来の当社ミッションの実現に向け、そのコアとなる次世代スマートメーター活用サービスの拡大、

及びグローバル事業展開を最重点活動とし、本計画の収益目標を達成してまいります。
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欧州を中心とした海外でのエネルギーマネジメント事業

ヒートポンプ式給湯器の稼働タイミングを家庭の電力消費・活動状況や時間帯料金等を見ながら自動で制御し、

経済的な運転にするサービスを大手空調メーカーと英国を皮切りに2025年から導入





各ビジネスユニット別
中期目標
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今回の計画に織り込んでいるもの／織り込んでいないもの

現時点で既に獲得している、もしくは堅く有望な顧客セグメントのみ計画に織り込んでおり、
今は実績がないが合理的にポテンシャルがあるような事業者・エリアまで対象を広げると、

さらに成⾧余地は大きい。

海外事業
フランス、イタリア、スペイン、台湾

（小規模実証は既に進行）

国内法人
エネマネ関連

左記以外のすべての法人需要家地点
（技術はこのまま海外にも転用可能だが、

海外は含めていない）

次世代
スマートメーター

関連サービス
（電力系統の安全管理等）

旧一電及びそれに準ずる大手企業の
採用可能性

東京電力以外の電力会社が所管するエリア
（拡大機会は強く大きい）

国内NILM関連
サービス
（ライト）

織り込んでいる 織り込んでいない

英国における2025年導入サービスの
連続的な規模拡大

2025年10月時点で商談中の事業者5社の、
現状の法人需要家数を基礎とした対象地点

（日本全体の1％程度）

新電力を中心とした中規模以下の
小売電気事業者に向けた拡販

東京電力管内のエリア
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サステナビリティとの関連性

S

地域住民の健康
・福祉向上

ヘルスケア NILMデータから認知機能低下を予測し、認知症早期発見を促進の可能性

生活リズムのスコアリング NILMデータから生活リズムを分析・スコア化し、未病に向けた行動変容を促進の可能性

社会インフラの効率化 不在配送低減 NILMデータから在宅率推定を行い、配送効率化の可能性

安心・安全な社会の実現 防災貢献 NILMデータからカーボンニュートラルと同時に、電気火災リスク低減の可能性

新たな価値創造と
生活の質向上

保険 NILMデータから生活リズムの推定や家電のつけっぱなしによる火災防止の可能性

ライフ分析 NILMデータと世帯タイプの相関性分析から新サービスやマーケティングに活用の可能性

G

コーポレート
ガバナンス体制 取締役3名（うち社外取締役1名）、社外監査役3名。報酬委員会を設置（3名。うち社外役員2名）

リスク管理・内部統制  コンプライアンス・リスク管理委員会、情報セキュリティ委員会を設置
 内部監査は、取締役を責任者とした担当者4名が実施

情報開示と透明性 アナリスト・機関投資家向けの説明会を25年2月、8月に実施。個人・海外投資家向け含め、開催方針を今後検討

報酬制度

 取締役報酬の決定は代表取締役に委任。報酬委員会にて、個別報酬（譲渡制限付株式（RS）による報酬を含む）額の審議
を行っている

 報酬と業績の連動性を明確にするべく、取締役に対して業績連動報酬制度を導入
 業績向上に対する意欲や士気を高めるべく、社内取締役・従業員に向けてストックオプションを付与

株主との関係性 政策保有株：なし

E

再エネの普及促進と
効率的なエネルギー利用

 蓄電池AI最適制御やデマンドレスポンス等の最適化エネルギーマネジメントサービスの提供を通じて、
再生可能エネルギーの安定化や経済的メリットの実現に取り組む

 時系列電力波形データを扱う独自のアプローチで分析を行い、高精細なエネルギーデータを用いた高度な分析を通じて、
エネルギーインフラのイノベーションを推進

 英国ケンブリッジに現地法人を構え、電力エネルギーマネジメントに関する研究開発とサービス提供を進める体制を構築

気候変動への対応と
レジリエンス強化

気象警報時に連動して蓄電量を制御したり、電力使用状況から在宅を推定して逃げ遅れを防ぐ等の技術により
災害への対応力を高めるソリューションを提供
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本資料の取り扱いについて（免責事項）

 本資料に含まれる将来の見通しに関する記述は、当社の判断及び仮定並びに当社が現在利用

可能な情報に基づくものです。これらの記述は様々なリスクや不確定要素に左右され、実際

の業績は将来に関する記述に明示または黙示された予想とは大幅に異なる場合があります。

 また、本資料には、当社の競争環境、業界のトレンドや一般的な社会構造の変化に関する情

報等の当社以外に関する情報が含まれています。当社は、これらの情報の正確性、合理性及

び適切性等について独自の検証を行っておらず、いかなる当該情報についてこれを保証する

ものではありません。


